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研究成果の概要（和文）：　本研究の目的は、日本の女性会計研究者はどのような現状にあり、どのような課題
を抱えているのかを、主として研究面を中心に多様な側面から検討・分析を通じて明らかにすることであった。
　実証的研究では、クロス分析を行い、女性会計研究者の会計研究と研究面以外について網羅的・体系的に分析
をした。理論的研究では、女性会計研究者の研究方法の傾向ならびに研究領域の方向性、研究内容の特徴を分析
し、女性会計研究者の理論的研究の課題を明らかにした。そして、歴史研究では、インタビュー調査や文献調査
により、女性会計研究者としての苦労や家庭での様子、さらには研究面での特徴を浮き彫りにした。

研究成果の概要（英文）： The objective of this research is to shed light on the current situation 
and challenges of Japanese female accounting researchers through examining and analyzing mainly from
 the point of view of their research.
 In the empirical study, cross analysis was conducted to analyze research and non-research aspects 
of female accounting researchers comprehensively and systematically. In theoretical research, we 
analyzed the trend and characteristics  of research method, research area, research contents and the
 challenges of female accounting researchers. In history research, interview survey and literature 
survey highlighted a unique set of challenges for female accounting researchers from the standpoint 
both of the research and work-life balances.
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１．研究開始当初の背景 
 日本における女性研究者の割合は増加を
続けているとはいうものの、未だ低い状況に
ある。総務省のまとめによれば、英国や米国
における女性研究者の割合は 30%台、独仏も
25%を超えているのに対して、日本は 14.4%
である。（出所： 
http://www.stat.go.jp/data/kagaku/kekka/to
pics/topics80.htm）。 
 こうした事情を背景に、科学技術振興機構
が各大学と共に進めている「女性研究者研究
活動支援事業」では、女性研究者の登用なら
びに出産、子育て又は介護と研究を両立する
ための環境整備を行う取組とその普及をす
すめている。 
 本研究も、そうした潮流の中に位置づけら
れる。日本の女性会計研究者の研究活動など
の特徴や現状に至るまでの軌跡を明らかに
し、現状の課題を把握することは、その解決
策に関する新たな研究の基礎となる点で重
要な研究課題である。 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は、歴史的に見て、また国内
外の会計学会あるいは日本の他の学会との
比較において、日本の女性会計研究者はどの
ような現状にあり、どのような課題を抱えて
いるのかを、研究面を中心に多様な側面を加
えた検討・分析を通じて明らかにすることで、
今後の女性研究者の活躍に貢献するととも
に日本の会計研究の発展に寄与することを
企図している。 
 具体的には、（1）日本の女性会計研究者の
会計研究を網羅的・体系的に分析することに
より、その特徴、（2）日本の女性会計研究者
のデータベースを作成することにより、将来
につなげるための現状の長所と短所、（3）日
本の草分け的な女性会計研究者の会計研究
を歴史的に検討することにより活躍の軌跡、
（4）社会貢献や価値観などについて女性会
計研究者の現状を明らかにする。 
 
３．研究の方法 
 研究にあたっては、歴史研究、実証的研究、
理論的研究の 3つの研究方法を採用する。そ
して、それぞれが、文献研究、アンケート調
査、それにインタビュー調査という 3つの具
体的な研究調査手法により、日本の女性会計
研究者の研究の棚卸し、歴史を遡って時系列
分析ならびに歴史研究を行う。 
 
４．研究成果 
 わが国の女性研究者の現状について、研究
者に占める女性研究者比率、職場の視点、研
究の視点、生活・家庭の視点から調査した。
そのうえで、日本会計研究学会における女性
会計研究者の現状を研究の視点を中心に検
討を行った。また、わが国の女性会計研究者
の現状について、国内における他学会との比
較からその特徴を洗い出すために、日本経済

学会との比較を行った。そして、海外の女性
会計研究者の現状と比較するため、欧州・米
国・アジアの女性会計学者へのインタビュー
調査を行った。 
 本研究では、アンケート調査を 2回実施し
た。第 1回目は、日本会計研究学会に所属す
る女性会計研究者を対象に、第 2回目のアン
ケート調査は、日本会計研究学会に所属する
全会員を対象に行った。これらのアンケート
調査に基づいて理論的・実証的分析を行った。 
 実証的研究では、クロス分析を行い、女性
会計研究者の会計研究と研究面以外につい
て網羅的・体系的に分析をした。また、女性
会計研究者の研究などの特徴を男性会計研
究者のそれと比較分析することにより、女性
会計研究者独自の特徴を明らかにすること
を試みた。 
 理論的研究では、実証的研究によるアンケ
ート調査の研究面に関する回答をもとに、女
性会計研究者の研究方法の傾向ならびに研
究領域の方向性、研究内容の特徴を分析し、
女性会計研究者の理論的研究の課題を明ら
かにした。 
 歴史研究は、これまでのわが国の女性会計
研究者の中から、4 人を抽出して、インタビ
ュー調査や文献調査により、女性会計研究者
としての苦労や家庭での様子、さらには研究
面での特徴を浮き彫りにした。 
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